
 

 

 

目標は定まった。あとは結果を出すのみ。 
 進路面談が進んでいます。これまでのがんばりが数字になっている人も、そうでない人も、残さ

れた時間に全力を尽くすしか道はありません。今すべきは、やるべきことをリストアップし、一つ

一つこなしていくこと。自分に集中できた人に、道は拓けます。 

不安な気持ちはみな同じです。だからこそ、みんなで乗り越えていくのです。３月に全員笑顔で

この学校を巣立っていけるよう、各自がそれぞれの目標を大切にしながら、進んでいきましょう。 

 

面接練習が始まりました 

面接に向けたプログラムが始まりました。面接

カードの提出（２５日〆）を忘れずに。 

11月にはフリーアナウンサーの猪井操子さん

による「話し方教室」や、校長先生・副校長先生

等による全員面接を行いま

す。 

特に私立・都立推薦受験

希望者や、受験科目に面接

がある人は、本番同様の緊

張感をもって臨みましょ

う。 

 

 

領域診断テスト個票の活用を 

 第１回領域診断テストの個票を三者面談で、問

題・解答用紙を各クラスで、それぞれ返却してい

ます。間違えた問題は必ず見直し、苦手分野の洗

い出しなどに活用しましょう。 

受験写真の申し込みについて 

10月 31日（火）撮影予定の受験写真につい

ては、今年度希望者のみとなります。 

希望する場合は、事前に配布した茶封筒に必要

事項を記入し、30日（月）または31日（火）

におつりのないように現金を入れて封をし、生徒

に持たせてください。 

 

＜合唱コンクールを振り返って＞（今回の経験を踏まえて、今後生かしていきたいこと） 
・練習時間が短い中で、自分は何をしなくてはいけないのかを考える力。（E組 I・Nさん） 

・行事は勝敗だけでなく、これまでの過程や取り組みも大切だとわかったこと。（E組 A・Rさん） 

・初めての経験でも最大限の努力をすることができたから、どんな状況でも１００％がんばること。 

（E組 T・Yさん） 

・大人数で何かをする時は、一人で頑張ることも大切だが、たくさん話すことが大事だということ。 

（E組 T・Nさん） 

・計画をうまく立て、効率よく勉強に取り組むこと。（E組 T・Yさん） 

・緊張した時は一人で抱え込むのではなく、人と話すことで和らぐと知ったこと。（A組 N・Yさん） 

・周りの人に合わせて、学級全体で受験に向けた勉強の雰囲気を作ること。（A組 Y・Nさん） 

・修学旅行に続き、仲の深まりや団結を感じた。次は受験。団結してみんなで受験に挑んでいきたい。

（A組 I・Sさん） 

・仲間たちに積極的に協力することができたので、これから続けようと思った。（A組 M・Rさん） 

・鑑賞メモを隙間時間に書くなど、限られた時間を有効に使う力が身についた。（B組 K・Oさん） 

・何事にも感謝の気持ちをもち、周りの悪かったことではなく、自分の良かったことを見出せるように

すること。（B組 O・Rさん） 

・大きな行事で中心になるときに必要な周りを見る力や大人数で協力する力。（B組 K・Hさん） 

・人との関わりを大切にし、あらゆる行事に積極的に参加していきたい。（B組 A・Kさん） 
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